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『里見八犬侍』の龍女たち

“Dragon-girls”in Sαto mi Hαkkendeη 

小谷野敦＊

Kyokutei Eakin Cl 767-1848) wrote Nαnso-Satomi-Hiαkkenden, which 

has been said to be based on the Confucian ideal and the principle 

of a dychotomy, i.e. good and evil. But a perusal and symbolical 

analysis of the work indicate greatly different aspects. At first, 

this long work can be divided into the former half, which consists 

of a fantastic, intriguing erotic story like a Gothic tale, while the. 

latter half constists of a purified, rational hero’s progress on a 

predetermined way of success. These differences of tone are delib-

erate. In the former half, several women appear and prevent, as it 

were, the unification of the world. As in American novels, fear of 

women in the flesh seen in the former half eventually eliminates 

the chaos represented by women and dragons. 

The primordial heroine Fusehime apparently inherits the figure 

of Toyotamahime in Japanese myth, which changes into a dragon 

and bears a child. She and one of the hero’s wives, Hinakinu, share 

本KOYANOAtushi 東京大学大学院。論文に 「奔馬のごとく 一一南総里見八犬伝試論一一」 がある。
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the characteristics of a dragon. Hamaji and Funamushi, notwith-

standing their characterization, represent two types of wandering 

nobles (Kishu-ryuri-tan). At the end of Chapter 8, several ways 

of the elimination of this chaos occur simultaneously, and a sole 

mother appears as the ruler of this purified world. This is the plot 

of the work. 

はじめに

これから申しあげますのは『南総里見八犬侍』全編について私が施しました

分析のうち、その作品中に現れる女性たちの果たす役割と、この長い作品の前

半と後半のトーンの違いに関する部分です。恐らくこの作品を少し覗いた人は

いるにしても、最後まで読み通した人は少ないのではないかと思うのですが、

実際この作品の後半部は，前半に比べて余り面白くないと同時に、まるで調子

が違う。前田愛氏はこのことを指摘されて、前半を閣の世界と呼ばれました。

つまり人獣混清のアニミズムなるものが根底に据えられて、いってみれば怪

異(1)が踊り狂うというだけでなく、一種エロティックなものすら感じとられる

というのに、後半部は、犬江親兵衛という、彼の持つ‘仁’の珠のその理念が

示す通りに、人を一人も殺さないし、女性との接触も殆ど見られない、いわば

純潔無垢な少年の活躍と、勧善懲悪と言う理念が予定通りに遂行されてゆく、

そんな世界なのであります。大体『八犬侍』が評判が悪かったのはまさにこの

点にあって、作者が儒教道徳の理念、に従って、倫理的にリゴリスティックな主

人公を造りあげて、夜中に女が忍んできても冷たく追い返すような男が出世す

る話にしてしまったと考えられ、こういう封建的な作品は批判されるべきであ

るといった類の批評がいくつか見受けられたのですが、私の解釈は全く違うの

です。ここに現れているのは、アメリカ文学がそうであるように、女性恐怖と

立身出世主義が結び、ついた、多義的な、流動的な混沌－これを女性が体現し

ているーを排除して女のいない理性的な世界が造りあげられるという、近代
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的な心性の現れなのです。その際重要なのは、この動きを背後で支えているの

が母性一ご承知の通り「八犬侍』においては伏姫と言う全能の神、グレート

マザーの如きものだということです。母以外の女性の声、それは例えば漬路や

雛衣が犬塚信乃や犬村大角になげかける生身の声、男を苦しめる声が、 『八犬

侍』の後半に至ると殆ど消えてしまい、男たちは自らの精神的な純潔を保った

まま、全てを許容する母の庇護下に入ってゆくのです。

一竜女伏姫

これがおおよその概観ですが、いま仮に「八犬侍の龍女たち」と題しました

のは、この女性たちの背後に、中国文学の伝統において現れる、竜と女の結合

が見え隠れしているからです。但しこのことは伏姫にもいえることであって、

注意して頂きたいのは伏姫は生きている時にはやはり‘声’を持つ女だったこ

とで、この声を浴びせかけられた金碗大輔は、伏姫が母となるのに従って父と

しての役割を果たすようになる。これについてはべつの所で申し上げたので今

日は触れませんO 今日は、その‘竜’が、スサノヲが八股のオロチを退治する

ときに‘混沌’を断ち切ったと同様、竜の形象を背負った女たちが、前半部に

あって世界の混沌を表象しており、ちょうど物語の真ん中である第八輯と第九

輯の境目当りで消え去ってゆく、その過程を申し上げようと思います。

まず「八犬侍」の冒頭部分から、竜がこの作品の重要なモティーフであるこ

とが告げられております。里見義実が船で安房へ渡ろうとしている時に白竜を

見て、彼は竜についての講釈を展開するのですが、それにひき続いて一首の歌

が、ここに現れる何の理由も示されぬまま堀内蔵人によって口ずさまれるので

す。それは

契あらば卯の葉葺ける浜屋にも

竜の宮媛かよひてしかな （2)

という、仲正歌集からヲ I~ 、た古歌ですが、ここに含意されているのは明らかに
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豊玉姫とその息子ウガヤフキアエズの命です。物語の発端は、伏姫の死によっ

て閉じられ、その子供たちが世界を統御する英雄として残されるわけですが、

この関係が今申し上げた記紀神話すなわち竜と化して出産する豊玉姫を下敷き

にしていることはおわかりと思います。これを裏書きするものとして、伏姫が

入水の決意をしたときに提婆達多品を携え、自らを竜女に擬えていること、更

に彼女が、竜の属性である、腹の中から玉を発するという行為を行っているこ

とがありますが、 一番重要なのは、この‘出産’を夫に覗き見られており、こ

れが禁忌の犯しにまつわる悲劇をひきおこすという点なのです。その夫とは先

程申し上げた金碗大輔なのですが、この金碗と言う名が、山幸彦と豊玉姫の媒

たまもひ

をなした玉器が『竹取物語』の車持の皇子の話に移しかえられたときに、金椀

となっているのに基づいているのは間違いないことだと思います。（3)

さて、 『八犬侍』前半は玉梓と伏姫というこ人の女が、金碗八郎、大輔とい

う父子を破滅させて死んでゆくことによって開始されるのですが、この二つの

挿話は、男女間の解決不能なアポリアを含んでいると私は考えるのです。いわ

ばエロスというものが、ギリシャ人が考えたような愛憎両者を伴い、単一の解

決を拒絶する位相を持つものであるということです。伏姫が入水の決意をする

場面は、どうやら『源氏物語』の浮舟の決意を下敷きにしているようなのです

が、ここでもやはりそうしたアポリアがテーマになっております。 （4）さて、そ

れからあと、八犬士が主人公として登場してくると、彼らの振舞いを貫いてい

るのは、このアポリアの回避というテーマなのです。つまり、夙に指摘されて

いるように、犬塚信乃、犬村大角というこ人の犬士が、漬路、雛衣という恋人

や妻に非常に冷酷な態度をとるのですが、結局これは、社会の中での立身とい

う形の直線的な目標をもって生きる少年たちが、恋愛という、これを横からか

き乱す関係から必死に逃走する姿だと思われますし、作者馬琴が身をもって感

じていたであろう女性の不可解な面への恐怖、民俗学的にも心理学的にも考え

ることのできる女性恐怖のあらわれであると思うのです。その意味では女たち

は善悪とかかわりなく、男たちの頑なさと対照的に、前半部において生き生き
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と躍動しているのです。

ニ流離する女たちー漬路・船虫・毛野

まず雛衣についてのべておけば、彼女も又、犬村大角の持つ‘礼’の珠を呑

み込んで腹の中に含んでおり、自ら腹を裂いてこれを遊らせ、山猫の妖怪を退

治して果てるという最期を遂げるのですが、このプロットは竜女物の能「海人」

を思わせるものであり、彼女が一種の竜女であることは明らかですが、このと

き出産された珠は、夫である大角を表すものと考えられ、そこに、夫が妻の子

となってしまうという心理学的な位相を垣間見ることもできます。これは後で

申し上げます。

さて、前半部で異彩を放っている女性といえば何といっても漬路と船虫です。

演路の方は、信乃に冷たく追い返され見捨てられた後、網干左母二郎の手にか

かって殺されるのですが、里見義成の五番目の姫漬路に乗り移り、再度犬塚信

乃の部屋を訪れるという形で再生してくるのです。この‘再生’が、蛇や竜の

持つ力であり、日本文化の中で重要な位置を占めるものであること、更にこれ

が月との関係を持つこと等を思い出して頂きたい。 二人の漬路をひとつの人物

と考えれば、漬路には、かぐや姫が投影しているのです。彼女は甲斐で、 〈榎

の校〉にはさんで置かれたのを、村長四六城木工作が連れ帰って育てる。竹取

の翁の生業が竹細工である点は木工作という名にうつしかえられ、この幼女は

笹竜胆の紋のついた桂衣を身につけている。更に大塚村の漬路の周囲にはかぐ

や姫の縁語がはり巡らされております。彼女の兄犬山道節の‘節’が竹の縁語

であることは、後に彼が竹野姫を要ることにも現れており、養母は亀篠、夫の

信乃も、篠なわけです。養父墓六については、『弓張月』にもく墓は陰物の祖

にして月中に胎托す〉とある通り、月の縁に連なるのです。（5）さてもう一つ甲

斐での挿話には、『源氏物語』の明石の巻が下敷きになっております。たまた

ま木工作かたに止宿する事になった信乃が く翌は夙めて出てゆかん〉と心積り

していると くこの夜俄に初雪ふりて〉足止めを喰らう。 くこれより後も日次よ
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からで、或いは曇り或いは風ふき、雪さへしばしば降にければ、信乃は頻りに

留められて〉長逗留してしまう。これは明石巻冒頭の くなほ、雨、風やまず、

神、鳴りしづまらで＼日ごろになりぬ。〉という場面設定をもとにしているし，

木工作の娘ということで始めは姿を現さない漬路は、明石上のように

〈常に奥まりて擦均す、筑紫琴の調妙にして、彼俊蔭が女児にも、劣らじとこ

そ聞えたれ〉といった風情です。（6）さて信乃と木工作は、話の最中、思わぬ縁

に繋がれていることを知ります。つまり信乃の母手束の父井丹三直秀の家来で

あった琴科太郎市が、木工作の父なのです。これは光源氏の母方の祖父、按察

大納言の甥が明石入道であることに対応しています。系図を掲げておきます。

仁 大臣 明石入道一 明石上

按察大納言－桐壷更衣一光源氏

萎科太郎市一四六城木工作＝漬路

井丹三直秀一 手束 犬塚信乃

この対応は意識的になされたとしても、明石巻自体が、入道を海竜王に、明石

上を豊玉姫として竜宮を舞台とするものと考えられていることを思い合わし、

演路姫が、 ‘五の君’で或る所以に触れておきしょう。（7) 物語の最後で、八

犬士はそれぞれ、 里見義成の八人の姫を妻とします。その対応を表にしておき

ます。ならびは、犬士の持つ玉の順ですO

仁一犬江親兵衛一一の姫静峯

義一犬川荘助一二の姫城之戸

市豊一犬村大角 一 三の姫部木

智一犬坂毛野 一 七の姫小波

忠一犬山道節一四の姫竹野

｛言－犬飼現八一六の姫菜

孝 犬塚信乃一五の姫漬路
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悌一犬回小文吾－八の姫弟

ご覧の通り、始めと終わりは姫が年齢順に並んでいますが、毛野と信乃だけが

順番を狂わせています。恐らくこの二人が、 ‘女装の男’であったことと関係

があるとは思いますが、私の考えでは漬路姫が五の君であるのは、管領戦の冒

頭で犬村大角が口にする く辰の数は五なり〉に基づくものと思われます。（8)

須磨明石がその頂点である貴種流離謹を、甲斐の物語は漬路姫を軸に展開して

いるわけですが、馬琴が甲斐を択んだのはみごとな選択といえます。 〈甲斐は

峡なり。峡は間なり。〉と馬琴はいう。 （9）光源氏の復活は、共同体の周縁、王

権の及ばない畿内の外に位置する明石で行われる。甲斐は、関八州を舞台とす

る物語にとって格好のマージンであると同時に、人類学の教える所によれば復

活の地である谷なのです。かぐや姫は月で犯した罪によって地上に流されたと

いう。漬路も又、彼女の存在の故に多くの流血を粛した女性です。ただし、罪

を償って復活することは、ここではエロスを失うこと、声を失うことを意味し

ており、彼女は二度と、大塚村の漬路のように自らを主張することはないので

す。

‘漬路’という娘が、安房一大塚－甲斐という東西に坂東を横切る軌跡

を持つのに対し、夙に一種の貴種流離謹だと指摘されている女、船虫のばあい、

南北に坂東を縦走する軌跡を描いております。武蔵の国浅草寺あたりを起点と

し、下野の足尾を経て越後の片貝に至り、再度武蔵の塩漬へ南下してきて最期

を遂げます。興味深いことに、この二人の女はかなりの数の挿話に登場してい

ながら、同時に現れることはないのです。漬路という名が‘水路’を含み、

‘船’と縁をなすことも考え合わせて、私はこの二人は女の両面性を表わすドッ

ペルゲンガーのようなもの、乃至は‘影’と考えております。漬路はこの後も

墓田素藤の欲望の対象となることによって安房に災厄を粛します。 『八犬侍』

前半は、女がこのような欲望の対象となって男を破滅させるという挿話に満ち

みちており、 玉梓による神余光弘、山下定包、伏姫による蛋崎十郎、金碗大輔、

漬路による左母二郎、墓六、亀篠、簸上宮六、そして墓田素藤。八犬士は常に
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こうした災厄を辛うじて逃れているのです。更にもう一人、男であるのに女と

して千葉家の賊臣馬加大記を惑わして仇討ちを遂げる存在即ち犬坂毛野がおり

ます。驚くべきことに八犬士の一人であるこの男は、女田楽旦開野として、同

じ八犬士の犬田小文吾を口説きおとすことに成功しております。この毛野は、

船虫に最も近い存在だと川村二郎氏も述べておられます通り、神出鬼没、犬士

たちのゆくてに現われては姿を消し、一種の混沌状態を作り出しているので

す。（IO) また、犬田小文吾と犬川荘助が越後で山賊を退治する挿話がございま

すが、この部分では恐るべき女性性が最高度に表出されています。ここでまず

小文吾が、闘牛を見に行って猛り狂った牛が突進して来るという事件に逢うこ

とから話が始まります。小文吾はその怪力で牛を抑えこみます。ちょうど行者

武松の虎退治にあたるのでしょうが、興味深いことに、このあと「水瀞侍」最

大の毒婦潜金連が現われてきて武松の兄武大を謀殺するのと呼応して、『八犬

侍』には三人の女が男を脅かすものとして現われて参ります。馬琴はその導入

として、この牛を‘竜種’だと設定している。牛の母が山中で雷雨にあい、即

ち竜神、水神によって字んだのがこの牛なのです。（!D 三人の女の内、 一人は

やはり船虫、山賊の妻として磯九郎という男を誘惑して殺し、小文吾、荘助の

命を脅かします。やっと逃れたかと思えば、もう一人の女、領主長尾景春の母

として絶大な権力を振るう綴大万白が現われ、 二人の斬首を命じます。という

のも、この女の二人の娘が、かつて二人が関係した大塚と石漬の領主にそれぞ

れ嫁入っていたからです。ここで一挙に『八犬侍」のそれぞれの挿話が、裏側

で女たちのネットワークによって結合されていた事情が明るみに出ます。偽首
おなご

を用意して二人は難を逃れるのですが、家臣の諌めに対してこの女はく女流の

主ぞと侮りてか、指揮がましき似市非談義、然ばかりの事知ざらんやO〉と怒
わがみ いちじろ

り、 〈俺身女流にあなれども、武威東北に掲罵く、両管領にも樺らる＼長尾

景春が母ぞかし〉と、執劫に二犬士の首を求めるのですou~ どうやらサロメ

の趣さえあります。その一方、小文吾の宿となった石亀屋の主人次団太の妻鳴

呼善が現われて、手代と密通し、謀略を用いて次回太を追い出してしまいます。
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七四回から七八回あたりまでのこの越後挿話では、船虫の登場以後加速度的

に進行してきた、女の覇権というモティーフが最高潮に達しているのです。

三竜女消滅

さて、ところがこれに続く、穂北の荘での物語から第八輯の最後に至る部分

で、こうした恐るべき女性性と混沌にまつわる要素が次々と抹殺されてゆくの

です。まず穂北の荘で大角と現八が、泥棒と間違われるという事件が起こるの

ですが、私がここで着目したいのはこ点、重戸という女の登場と、ここで初め

て犬士たちを守る母伏姫が、はっきり神として現われて来ることです。この重

戸というのは、 準犬士格の落鮎有種の妻なのですが、これまで述べてきたよう

な女とは違う、男の気質を呑み込み、その要求に従う形で賢明に家庭内をおさ

めてゆく、近代の理想としての、母的な家庭婦人であります。複数の女の他者

性ではなく、男を守ってくれる女、母が次第に力を強めてゆくのです。さきに

述べました雛衣も、はじめに登場してきた時は夫の冷たさをなじる女でありな

がら、その翌日には黙って夫を守る母的な役割を担っております。この挿話に

続いて、ほとんど前後と関係のないー挿話、〉大法師が遍歴の途上、 一村が水

神の崇りにあって苦しんでいるのを救う話がございます。実際は古狸の仕業だっ

たわけですが、これまでの流れから水神一一竜一一女性という象徴性が灰見え

ていたことを考えあわせれば、ここにこの挿話が入れられているのは必然的で

あり、腫を接して『八犬侍』前半の閣の世界を終了させる事件が起こります。

後に里見家との戦に敗れることになる関東管領扇谷定正のもとに、 竜山免太夫

という好臣があって、越後の長尾と管領家の離反を企てております。定正の妻

蟹目前は、管領に無益な戦を避けさせようとしている賢夫人であり、湯島天神

の社頭で偶々出逢った犬坂毛野に、ひそかに免太夫を討つよう頼みます。とこ

ろがこの話を漏れ聞いた六人の犬士は、毛野に協力するのみならず、鈴ケ森で

管領の軍勢と戦端を聞き、犬塚信乃は五十子の城を占領してしまいます。この

挿話が、第八輯と第九輯にまたがって展開されていることにご注意下さし」 私
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はここに、象徴的なできごとが少なくとも五つ密んで、いると思います。

第一は、慣例ではひとつの挿話が終わった所で次の挿話が開始されるという

のに、ここではそれを破って、第九十回に唐突に船虫虐殺の話が出てくること

です。六人の犬士が牛の角で船虫を殺す残虐さには異常なものさえ感じられる

のですが、まさに牛と船虫というエロス的なものの同士討ちによって、男を悩

ます女性性が象徴的に消滅させられているO これが第八輯の最後から二番目の

回です。そして最後の回では、犬坂毛野が竜山免太夫を殺す。ここでは二つの

消滅が描かれています。まず犬坂毛野は、先に申し上げたような遊行民性、女

性性をこの時点で失い、他の犬士たちの前にはっきり姿を現わしてくるのです。

そしてスサノヲがオロチを討つことが、彼自身の内なる竜性を滅ぼすことであっ

たように、討たれる竜山免太夫は、長尾家から船虫と共に出奔してきた紛れも

ない‘竜’であって、元の名籍山逸東太の‘竹’を脱ぎ捨てて竜の本性を現わ

し，船虫に続いて死んでゆくのです。さて第四に蟹目前がおります。この名は

‘要’を含意していますが、彼女はこの事件の責任をとって自害するのですけ

れども、これは後に報告されるだけであって、ちょうど、第八輯と第九輯の中間

あたりで、光源氏がそうであったように、舞台裏で死んでゆくのです。しかも

先に述べた綴大万自は彼女の捜にあたりますので、領主夫人の系譜を代表する

存在です。かつて綴大万自がふるったような女の覇権は、蟹目前においては挫

折してしまい、管領定正もいったんは自らの振舞いを悔いたものの、結局は連

合軍を組んで、里見家を討つという目論見を進行させてゆくのです。最後に、こ

のとき管領の本拠地として信乃が占領する城の名が、伏姫と里見義成の母、今

は亡き五十子と同じであることを挙げておきます。これについては象徴的な連

関は未だ分析しきれておりませんが、やはり伏姫以外の女、殊に伏姫が母とな

るための、その母の名が攻撃の対象となったのだと思われます。

これだけの象徴的な事件が第八輯の最後に集中的に現われ、それまでの善悪

未分の混沌とした世界、男たちのこ元的な世界観を混乱させる女性たちの世界

が消え去ってゆくのです。と同時に、伏姫という全能の母、［息子と恋人』で
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D. H.ロレンスが描いたような、息子たちが他の女によって汚れることを嫌

う母が、ただ一人の独裁的な女として、九年間手元で保護していた純粋無垢な

末っ子、犬江親兵衛を伴って登場して来るのです。私はこの後で形成される里

見家のユートピアを、まさに近代的な、理性が支配し，真の自然一一女性性を

排除した母胎のようなもの、と考えております。この母胎は、父が現われるこ

とによって打ち破られるのですが、それは又別の話ということになります。
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